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［序論］レーザと太陽電池を組み合わせた光無線給電は、他の無線給電の方式と比べて長

距離化が期待されている。しかし、高強度レーザ照射下では、レーザ強度分布が太陽電池

表面で不均一になり、高光度の中心部でキャリアの平面方向での抵抗損失の増加によって

変換効率が低下する課題がある [1]。前回、表面電極被覆率（通称 Shadowing Loss = SL）

を改善する事で不均一な高強度レーザ照射下でも変換効率の低下を抑制できる事を報告し

た  [2]。この結果から、不均一な高強度レーザ照射下では SLを増加する必要があり、SL

による光の遮断で最大変換効率が制限される。本研究では、均一な強度分布のレーザを照

射して、より少ない SLで変換効率の低下を抑制できるかを調査した。 

［実験方法］SL = 15 %、8.9 %、3.6 %、1.9 %の GaAs太陽電池セルを準備し 830 nmの半

導体レーザを用いて、不均一・均一照射下での各太陽電池セルの変換効率を評価した。 

［結果と考察］ SL = 1.9 %（フィンガー電極の周期：485 μm pitch）のサンプルは、均一照

射下でレーザ強度の上昇による変換効率と FFの低下が改善された（図 1、2）。一方で、

SL = 15 %、8.9 %、3.6 %のサンプルは均一照射による大きな変化はなく、比較として SL = 

15 %（115 μm pitch）の不均一・均一照射下の結果を図 1、2 に示す。SL = 1.9 %は均一照射

によって、不均一照射下で増加した横方向抵抗を抑制できたと考えられる。SL = 15 %で

は、既に横方向の抵抗を抑制できていた為、光の均一性に影響しなかったと推察した。 
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Figure 1 Efficiencies under uniform and  

non-uniform laser irradiation 

Figure 2 Fill Factors under uniform and 

non-uniform laser irradiation 
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